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ロックセルボー ドは、完全独立気泡構造の低密度の発泡体です。それ

ぞれの微細な気泡は空気を含んでおり、そのため熱伝導率が非常に小さ

くなつています。その特性により極めて優れた断熱効果を発揮します。

量番y∫マtは電菫
ロックセルボー ドは、無機質の炭酸カルシ

ウムが主原料ですから、人に強く、炭化する

のみで燃えません。
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ロックセルボー ドは、劣化しにくく、優れた耐久性を持ち、外断熱の

ような過酷な仕様条件にも長時間その性能を維持します。
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ロックセルボードは、完全独立気泡構造の発泡体ですから、吸水や高

い吸湿はありませんので、断熱性の低下、1結露の発生、壁内部のカビ発

生結露での内装材その他への悪い影響をもたらすような心配は全くあり

ません。         |‐■||‐‐||||||||■‐■|■ |
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項   目 単   位 ロックセルボードFT 測 定 法

密 度 kg/ボ 70 」ISA-9511
圧 縮 強 度 N/m縣 0.17         (1 8kgf/c雨 ) 」ISA-9511

曲 げ 強 度 N/m縣 0.51         (5 0kgf/cr) 」ISA-9511

曲 |デ 弾 性 率 N/m` 23.3       (230kgf/c耐 ) 」ISA-9511

引 張 強 度 N/m縣 0.58       (6kgf/cが ) 」ISK-6767
熱 伝 導 率 VV/m・ k 00372     (0.032kcal/mh℃ )) 」ISA-1412

吸  水  量 g/1 00cr 20以下 」ISA-9511

透 湿 抵 抗(25) 耐 ,s・ Pa/ng 00316 」ISZ-0208

躙儡鱚難褥饂蝙燿

項  目 単  位 グラスウール
ポリスチレンフォーム
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フビーズ発泡 押 出 法

密 度 kg/ぶ 10～32 20～30 20以上 25～45 40ヘン110

圧 縮 強 度 N/m請

(kgf/c請 )

010～020
(10～20)

0.10～ 029
(10～30)

008-029
(0.8～ 30)

003～ 0.07
(035～07)

曲 げ 強 度 N/mf
(kgf/c甫 )

0.20～0.25
(20～ 25)

020～034
(2.0～ 3.5)

0.15～ 0.34
(15～ 35)

引 張 強 度 N/m請

(kgf/cr)
044～069
(45～ 70)

049-064
(5.0～ 65)

0.49～079
(50～80) 昭

囲
熱 伝 導 率

W/rn・ k
(kca1/mh℃ )

0037～ 0.052
(0032～ 0045)

0.034-0040
(0029～0.034)

0028-0040
(0,024～ 0034)

0.023-0.025
(0020～ 0022)

0038～0052
(0033～0045)

吸  水  量 g/100c市 大 10以下 10以下 30以下 001以下
透 湿 抵 抗(25) 耐・s・ Pa/ng /」ヽ 000342-000685 0.00685 000444～000690 01

注)1物lJ直は|IISIに準じて演1定した標準的な値であり、保証値ではありません。 当社測定値

薇聰鮨饂 薇濃甫濱 |

サ  イ  ズ 910%× 1,820%

厚 さ 5,‰より50ワ4まで5%間隔

1,000%× 2,000%

特注品にて承ります

鰺 之 惧涸緑雉晰

●建築物の内断熱・外断熱工法用断熱材・断熱補強用

●異種材料との複合パネル (金属板、石膏ボードGRC等 )
●サンドイッチパネル芯材

●冷蔵・冷凍庫用断熱材

●LPC oLNGタンク・重油タンク用断熱材

ご鰺趙堂薇磋祓仄m■| .
1.トルエン等特定の有機溶斉」には侵さ|れることがあります

ので接着斉」および塗料め達定等には:き注意下きい。

2.炎に接触すると若子の刺激臭が発生する場合があります

〈接着斉J〉 〈接着材料 (例 )〉
●エポキシ系接着剤 … ロックセルボード、金属板、コンク

.  :  リート、ケイカル板、樹脂板等
●ゴム系接着剤 …‐…合板、石膏ボード
●酢ビ系接着剤 ‐… 1・…合板、石膏ボード、コンクリート等
※ロックセルボニドを接着する相手材料が吸水性がない場合、溶
斉」タイプ・エマルジ∃ンタイプの接着斉」の使用はこ注意下さい。
※使用する接着剤はVOC規制に該当するかどうか、こ注意下さい。

蝋憮1晰箇量骰濾は事繹

1直射日光及び高温にさらされますと、収縮や変形するこ
とがありますので、こ注意ください。

2積み降しのとき角を損傷しないようこ注意下さい。
3.ロニプなどでつり上げるときは当て板などを用い損傷に

ご注意下さい。

41保管場所は原則として屋内に保管し、やむを得ず屋外に

|い

`場

合は、地面に直接置かす出来る限り水平な場所を選

■びかい本を敷き、直射日光や雨等がかからないようにシー
‐■卜等で保護して下さい。




